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Vol.９では１月 29 日(水)・30 日(木)に実施される河合塾模試について記載しています。今までは学年全体で

はベネッセの進研模試に臨んでいました。高２年次３学期より河合塾の模試へ移行します。３年次には共通テス

ト模試を４回、記述模試を３回受験します。本校の指定校推薦入試に向けた学内選抜においては河合塾模試の結

果も求められますので、志望校登録から入試の準備が始まっている、という意識のもと、真剣に臨みましょう。 

 

〇河合塾模試のスケジュール 

本校で受験する河合塾模試のスケジュールです。年により数日のズレがあり、５月上旬実施が４月下旬実施に

なったり共通テストと記述模試の順番が前後することがあります。 

学年 月 模試 

２ 
11 高２ベネッセ模試 

１ 高２河合塾共通テスト模試 

３ 

５ 第１回河合塾共通テスト模試 

５ 第１回河合塾記述テスト模試 

７ 第２回河合塾共通テスト模試 

９ 第２回河合塾記述テスト模試 

10 第３回河合塾共通テスト模試 

10 第３回河合塾記述テスト模試 

11 河合塾共通テストプレ模試 

 

〇河合塾模試と進研模試の偏差値の違い 

進研模試は個人申込はできず、学校単位での申し込みとなります。そのため、浪人生は基本的に受験しません。

浪人生が不在で、受験者数が多く受験者の学力範囲が広いため、河合塾模試よりも偏差値は高めに出ます。例え

ば、明治大学法学部のベネッセ模試の偏差値は 67(合格可能性 40～60％)、河合塾模試の偏差値は 60(合格可

能性 40～60％)です。ベネッセ模試の偏差値 60(合格可能性 40～60％)の大学だと明治学院大学法律学科があ

ります。同じ偏差値 60 でも模試ごとにデータを確認しないと、志望校の合格可能性も大きく異なるので、気を

付けなくてはなりません。また、大学ごとの偏差値についても、河合塾模試の偏差値 60 あれば明治大学法学部

に受かる保証があるというわけではありません。平均偏差値 60 ある生徒が受験して合格する可能性は 40％～

60％、という数値です。こちらも数字の扱いを見誤ってしまうと、滑り止めの予定で受験した大学が滑り止め

の扱いではない場合があるので気を付けましょう。 

 

 

 

 

 

指定校推薦の学内推薦 

に関わります！ 

〇９校記入できる志望校登録を上手に活用しよう！ 

河合塾の模試では合計９校の志望校を書けます。９校記入しても１校記入しても同じ費用を支払うので、必ず９

校全て埋めましょう。入試直前で志望校を切り換えることもあるので、情報は多ければ多いほど受験校を決定す

るときに併願戦略を組み立てることにも役立ちます。 

 

・上手な志望校登録例①(チャレンジ校２～３校、実力相応校３～４校、滑り止め校２～３校) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習院・國學院(チャレンジ２校)、東洋・専修(実力相応校３校)、東京経済・拓殖・桜美林(滑り止め１校)という

位置づけで記入しています。東洋大学を２つ記入していますが、学科を変えているのでランク偏差値が異なり、

判定も異なっているので、上手な活用方法となっています。 

 

・上手な志望校登録例②(国公立大学＋チャレンジ校１校、実力相応校４校、滑り止め１校) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国公立大学は４校まで記入できます。出願校の候補として迷っている場合には４つすべて国公立大学で埋めても

いいでしょう。その分、私立大学の記入数が減ってしまうので、私立大学はバランスよく記入する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



・検討の余地がある志望校登録例① 

 

 

 

 

 

９校全て埋めることから始めましょう。そして本人はチャレンジ校、実力相応校、滑り止め校とバランスよく登

録したつもりだとは思いますが、自身の実力を見誤っています。合格可能性がない志望校を何度記入しても E 判

定となることに変わりありません。自身の成績としっかりと向き合い、実力に沿った志望校登録をしましょう。 

 

・検討の余地がある志望校登録例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早稲田・明治・法政・東洋・成城・成蹊(チャレンジ校８校)、亜細亜(実力相応校１校) 

全て E 判定となり、どこに合格する可能性があるのか、わからず情報を役立てることができません。ただ全て埋

めればいいというわけではなく、チャレンジ校、実力相応校、滑り止め校とバランスよく登録しましょう。 

 

・検討の余地がある志望校登録例③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校群としてはバランスよく登録していますが、ほとんど共通テスト利用方式で記入してしまったため、一般入

試での合格可能性がわかりません。共通テスト利用方式と一般入試の合格可能性では、共通テスト利用方式の合

格可能性の方が厳しい判定となるため、基本的には「前期、１期、A 日程」といった個別入試の志望校登録をお

すすめします。特に指定校推薦の学内推薦を希望している生徒は模試の判定を学内推薦の判断に用いるので気を

付けて記入してください。青山学院大学や上智大学など、共通テスト併用方式の入試が一般化されている大学を

目指している場合は共通テスト利用方式で志望校登録をするとよいでしょう。 

〇E 判定だと合格できないの？ 

 実は受験生の過半数が E 判定です。E 判定は合格可能性 20％以下という位置づけなので、合格可能性が低い

のは事実ですが、合格できないわけではありません。合格可能性の判定は偏差値が 2.5 ずつで変わります。例え

ば駒澤大学商学科は偏差値50 と河合塾の偏差値表に記されているときに合格判定は下にある表のように変動し

ます。偏差値 2.5 の差で合格判定が変わりますが、この 2.5 の差は偏差値帯によっては１科目２～３問程度の

差であることもあります。それをふまえると、２択まで絞った解答候補で正解があれば合格する可能性がありま

す。そもそも模試と志望校の入試問題の難度も異なるので、Ｅ判定だからといって最初から志望校から外すので

はなく、挑戦する価値はあります。 

 

                           ・合格判定の推移 

 

 

 

 

 

 

 

また、同じ E 判定でも、D 判定に近い E 判定なのか、D 判定には程遠い E 判定なのかによって合格可能性も

変わります。Ｄ判定にほど遠いＥ判定であれば、絶対合格しないであろう大学でも合格可能性のある大学でも同

じ受験料を払うので、合格する可能性がある大学を受験した方が建設的です。 

・合格可能性のある E 判定 

 

 

 

 

 

※明治学院大学、東洋大学は英検利用もできるので、英語の得点換算があれば合格判定も変わってきます。 

 

・合格可能性のない E 判定 

 

 

 

 

 

 

 

〇難関大学を目指す生徒は大学別模試の受験をしよう！ 

早慶レベル模試、東大入試オープンといった難関国立大学対応の模試もあります。こちらは外部の受験会場で

実施し、個人申込です。ハイレベルな受験生の中で自身の実力を試すことができます。 

 

 

 

大学名 偏差値 合格判定 

駒澤大学商学科 

55 以上 A 

52.4～54.9 B 

50～52.4 C 

47.5～49.9 D 

47.5 未満 E 


